
学芸学部 英語英文学科

英語英文学科は

スタートします

総合型選抜
(探究型)を

2025年
秋

総合型選抜（探究型）とは
各自がこれまで取り組んできた探究活動の成果、その内容についての報告書とプレゼンテーションを
評価対象として合否判定をおこなう、新しい方式の入試です。

探究活動とは
この入試方式で評価対象となる探究活動とは、ある問いを設定し、それに答えるための根拠となる材
料を集めて論点を整理し、説得力のある結論を導き出すことです。そうした取り組みの成果として、
探究活動についての報告書と口頭でのプレゼンテーションを審査します。必ずしも探究活動のテー
マが英語や英米文学・文化に関するものである必要はなく、言語、社会、文化、歴史、思想などについ
ての関心と洞察を示す内容であれば結構です。

なぜ探究力？
生成A Iのようなテクノロジーが急速に発達していくこの社会では、与えられた設問に対して正解を
導き出す力だけでなく、独自の問いを設定する力がますます必要とされます。しかし、社会的に意
味のある問いを発するためには、その前提として個人の素朴な疑問や好奇心だけでなく、幅広い教
養や論理的思考力が欠かせません。大学での学びにはそうした総合的な探究力が必要であり、そ
んな力を身につけている学生を私たちは求めています。



学芸学部 英語英文学科

小平キャンパス 東京都小平市津田町2-1-1
西武国分寺線 鷹の台駅下車、徒歩約8分。
JR武蔵野線 新小平駅下車、徒歩約18分。
JR 中央線 国分寺駅北口より西武バス（ 武蔵野美術大学行 ）
約12 分「津田塾大学」下車すぐ。

津田塾大学の英語英文学科は、他大学の類似学科と較べても特に幅広い専門分野を学ぶことができます。
英米文学・文化や言語学、英語教育などの伝統的な研究に加えて、

異文化コミュニケーション、脳科学、AI、ジェンダー、LGBTQ＋、アイデンティティといった
現代的なテーマに結びつけた学びが可能です。

これまでの探究活動のテーマがこうした社会的関心を含むものであれば、
大学でも接続して学びを深めていくことが可能でしょう。

●言葉の力に優れ、広い視野に立った世界への関心と、社会に貢献する意欲をもつ学生を求めています。
●津田塾大学学芸学部英語英文学科への進学を第一志望とする方を対象とします。
他大学や本学の他学部・他学科との併願はできません。

●英語外部試験（4技能）で一定の基準（英検2級相当）をクリアしていることが出願条件に含まれます。

◉第1次選考
◉第2次選考
●出願期間
●第1次選考結果発表
●第2次選考試験日
●合格発表
●入学手続締切

志望理由書、探究活動報告書などによる書類審査
探究活動についてのプレゼンテーションおよび質疑応答
2025年9月1日（月）～9月17日（水）[必着]
2025年10月4日（土）
2025年10月25日（土）
2025年11月1日（土）
2025年11月21日（金）[消印有効]

詳細については、
大学公式ウェブサイトの

「入試情報」をご覧ください。

●イギリス文学・文化コース
●アメリカ文学・文化コース
●英語学・言語学コース
●英語教育コース

●異文化コミュニケーションコース
●Japan Studies in Englishコース

大学公式
ウェブサイト

学科紹介
ウェブサイト

英語英文学科での多様な学びに繋げよう

試験の概要

英語英文学科の多彩な入学試験（2026年度入試）

英語圏言語文化専攻

A方式
大学独自入試

A方式

［指定校制・公募制］

（英語外部試験利用型）
大学独自入試＋
英語外部試験

大学独自入試＋
大学入学共通テスト

B方式 C方式
大学入学

共通テストのみ

学校推薦型
選抜

［英語4技能型・
探究型］

総合型
選抜

特別入試
帰国生・

在日外国人学校
出身者・留学生

社会人入試

異文化コミュニケーション専攻


